
第８４９回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２６年１月１５日（水）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎 １６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８４８回教育委員会会議録の承認について

４ 第８４９回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）教育塔・教育祭に対する献花の請願への対応について （総 務 課）

（２）文部科学省「全国学力・学習状況調査」実施等に関する請願への対応について

（義 務 教 育 課）

（３）第８回大川小学校事故検証委員会の概要について （義 務 教 育 課）

６ 専決処分報告

（１）職員の人事について （総 務 課）

（２）第３４５回宮城県議会議案に対する意見について （総 務 課）

（３）教育功績者表彰について （教 職 員 課）

７ 議 事

第１号議案 宮城県美術館協議会委員の人事について （生 涯 学 習 課）

８ 課長報告等

（１）県有体育施設のネーミングライツについて （スポーツ健康課）

（２）平成２９年度第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会について （生 涯 学 習 課）

９ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧について （総 務 課）

（２）基本的生活習慣の定着促進に係る知事対談の概要について （教 育 企 画 室）

（３）「学校いじめ防止基本方針」策定のための資料について （義 務 教 育 課）

（４）平成２６年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況について （高 校 教 育 課）

（５）宮城県美術館特別展「ミュシャ展」の開催について （生 涯 学 習 課）

10 次回教育委員会の開催日程について

11 閉 会 宣 言



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長報告（１） 
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教育長報告（２） 
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第８回大川小学校事故検証委員会の概要について 
 
 

１ 開催日時及び場所 

平成２５年１２月２２日（日） 午前１０時３０分から午後５時３０分まで 

宮城県石巻合同庁舎 ５階 大会議室 

 

 

２ 当日の避難行動の分析 

（１）事前対策及び避難行動に関する事実情報 

「学校及び周辺の状況と地域の歴史」として地域における過去の災害履歴，「大川小学校付

近における地震発生後の対応」として河北総合支所等による避難誘導，地域住民の避難行動，

校内における対応，山への避難行動に関して，前回の委員会以降に加筆・修正されたものが示

された。 

 

（２）当日の避難行動に関する分析 

① 教職員が当日得ていた情報の分析 

・ 校庭にいた教職員は，防災行政無線やラジオ等から，大津波警報発令に加え，予想津波高

６ｍ（当初）や到達予想時刻１５時という災害情報を得ていたものと推定される。 

・ 校庭で二次避難を継続している間の教職員による災害情報の収集は，受け身の姿勢，待ち

の姿勢であり，自らが積極的に情報を集めに行くという姿勢が十分ではなかったと考えられ

る。 

 

② 教職員の津波に対する危機感に関する分析 

・ 校庭での二次避難を継続している間，少なくても一部の教職員は，校庭からの三次避難の

必要性について検討し，その際に山への避難を考慮したものと推定される。 

・ 一方で，教職員の意識の中では，焚火の準備などの寒さ対策や建物危険，避難所対応など

が大きな課題となっていた可能性があり，学校付近まで津波危険が及ぶ可能性を具体的に想

定し，切迫した避難の必要性を認識していた者は多くなかったものと推定される。 

・ 教職員の津波に対する危機感は時間経過とともに徐々に高まったものと考えられるが，即

座に校庭からの三次避難を検討し決断するほどまでに強いものではなかったと考えられる。 

・ その主な要因として，いわゆる「正常性バイアス」により，危険に関する情報を得ながら

も，あえてこれを軽視し大丈夫だと思い込もうとする傾向が生じたことなどが関与していた

可能性がある。 

 

③ 避難の意思決定に関する分析 

・ １５時３３～３４分頃に校庭からの三次避難が開始されたが，校庭からの避難を意思決定

した時点では，大きく切迫した津波来襲の危険性を感じていたのではなく，むしろ念のため

に避難を決定したものであったと考えられ，移動開始のきっかけは１５時３２分にラジオか

ら得られた「大津波情報（１０ｍ超）」の情報であったと考えられる。 

・ 避難先，避難経路の選択に際して，教職員が地域住民と相談して決定したものと推定され，

避難先として三角地帯が選択されたことについては，学校近隣では比較的高い位置にある平

坦な土地であり，山への避難などと比較して，その時点では大きな不安全要素がないと判断

されたものと考えられる。 

教育長報告（３） 
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（３）当日の行動と事前対策の関連に関する分析（骨子案） 

① 大川小学校の防災体制 

・当日の行動と事前対策の関連性 

・災害対応マニュアル 

・マニュアル等の周知・活用  
② 市の防災体制 

・当日の行動と事前対策の関連性 

・市の防災広報体制 

・ハザードマップの策定 

・避難所の指定  
③ 教職員の養成・教育 

・当日の行動と事前対策の関連性 

・津波・防災，危機管理の知識 

・地域の状況，災害環境に関する知識・経験 
 

３ 事後対応に関する事実情報 

（１）大川小学校に関する初期情報 

① 直後の救援状況 

・ 地震発生後，テレビから津波来襲の情報を得た河北消防団幹部らは，まだ明るいうちに大

川地区へ向かい，福地地区付近まで到達したものの，その先は流木等で通行できず，堤防上

に並んでいる１００台を超える車両を地区内陸部へと誘導した。 

・ 夜明け頃には，決壊した間垣の堤防の基礎部分を歩いて渡ることで釜谷地区まで行くこと

ができ，消防団幹部らは翌１２日の早朝に釜谷地区へ到達したが，すでに一部の遺体にブル

ーシートがかけられており，釜谷地区が壊滅状態であることを確認している。  
② 教職員・児童らの救助 

・ 震災翌日の朝，入釜谷の事業所で合流した教職員と児童らは，入釜谷生活センターに設け

られた避難所に移動。児童２名は負傷していたため，消防団幹部の無線連絡により大川中学

校付近まで救急車が手配され，船と救急車により児童２名らは石巻赤十字病院へと搬送され，

教職員がこれに付き添った。 

・ その後，この３名は桃生地区の避難所へ移り，児童らは保護者の迎えにより大川地区の避

難所へ戻り，教職員は保護者からの勧めもあり自宅へ徒歩で向かった。 

・ この間，教職員は校長や石巻市教育委員会へ連絡を取ろうとしたが連絡の取れない日が続

いた。  
③ 校長による直後の情報収集・報告 

・ 震災当日の午後，休暇を取っていた校長は地震発生を受け自家用車で大川小学校へ向かっ

たが，北上川堤防の手前で渋滞に巻き込まれ通行止めになっていると判断し，対岸側へ向う

も新北上大橋が落橋しているとの情報を得て学校へ向かうこと断念。河北総合センター（ビ

ッグバン）へ行き一夜を明かした。 

・ 翌１２日，河北総合支所で教職員と数名の児童が生存していることを確認。１３日以降も，

ビッグバンや河北総合支所，警察署，遺体安置所となった飯野川高校などを回り児童等の安

否情報を収集し，不完全ながらも生存者の情報を取りまとめ教育委員会へ報告しようと試み，

１５日に衛星ファクスにより，児童等の安否確認に関する簡単な情報として，その時点で確

認されていた生存者数が市教育委員会にもたらされた。 

・ １５日に震災後初めて教職員から校長に対し携帯電話のメールにて連絡が入り，翌１６日

には，震災後初めて校長が市教育委員会に登庁。校長が学校現場に初めて入ったのは１７日

であり，報道関係者の車に乗せてもらったと証言している。 
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④ 石巻市教育委員会の対応状況 

・ 震災当時，市教育委員会では教育長が欠けており，事務局長が教育長代理を務めていたが，

６月２５日に新教育長が就任し，その状態は是正された。 

・ 市役所周辺では１週間程度水が引かず，市役所は孤立していた。 

・ 市教育委員会は，各学校と連絡を取ろうとしたが，電話が通じたのは約半分程度の学校に

過ぎず，震災から数日間は，市教育委員会としての独自の情報収集が極めて困難であり，自

衛隊などから市災害対策本部に寄せられた情報によるところが大きく，「大川地区が壊滅状

態」などの情報もあったが，具体的なことは分からなかった。 

・ 市内の多くの学校が住民の避難所となっていたため，市教育委員会に寄せられた情報のほ

とんどが避難所への支援要請であり，震災後の市教育委員会の問題意識の中心は避難所運営

にあった。 

・ 震災から１～２週間過ぎた頃になって，大川小の被害状況が他校と比べ特別に大きいこと

が市教育委員会にも明らかになってきた。 

 

⑤ 生存教諭による教育委員会への報告 

・ ３月２５日，校長と教職員が連れだって市教育委員会に登庁して震災当時の状況について

報告し，市教育委員会では対応可能な２名の指導主事が聴き取りに当たり，そのメモをもと

に聴き取り記録を作成した。 

 

（２）児童・遺族などへの対応 

① 登校日 

・ 市教育委員会が，３月１３日付けで各学校の判断で登校日を実施するよう事務連絡を発出

したため，大川小においても校長の判断で３月２９日に生存児童が集まる登校日が実施され

た。 

・ 生存児童とその保護者を中心に告知がなされたため，すべての遺族にその開催が知らされ

ていなかったことに加え，報道機関の取材に対し校長が「子どもたちの顔に明るさがあった

ので安心した」や「笑顔いっぱいの学校を作ろう」などと発言したこともあり，被災状況に

関する遺族への説明もないまま登校日が実施されたことについて，遺族への配慮不足として

違和感を持った遺族が少なくなかった。 

・ 登校日の翌日，当時のＰＴＡ関係者から，行方不明児童の捜索活動の強化と説明会の開催

を要望する声が寄せられた。 

 

② 第１回保護者説明会 

・ 第１回説明会は４月９日に開催され，市教育委員会からは事務局長や学校教育課長等に加

え，生存した教職員も急きょ出席することになり，教職員は当日の状況について自ら説明し

たが，その説明のうち，「山で木が倒れる様子を見た」という発言や「波をかぶり，靴もな

くなった」などと説明した点について，他の証言との齟齬から遺族の不信感を高めることと

なった。 

 

③ 児童等への聴き取り 

・ ５月上旬から中旬にかけて，生存児童らへの聴き取り調査が実施されたが，その手順や方

法について専門家に助言を求めることはなく，事前に保護者の同意を得ずに実施されたもの

もあった。 

・ 聴き取りに際して，担当者は手書きでメモをとって報告書作成の都度それを廃棄し，録音

もしていなかったが，そのことが後に聴き取り記録の正確性や質問項目等に関して疑問が呈

されることとなり，意図的な廃棄やねつ造まで疑われる結果となった。 



- 31 - 

④ 第２回保護者説明会 

・ ６月４日に，市長も出席し第２回説明会が開催されたが，説明会冒頭に市教育委員会から

「１時間を目途に終了させていただく」という発言があり，質疑途中であるにもかかわらず

「時間なので」と説明会は終了となった。市教育委員会は，多忙な市長の日程を勘案して１

時間としたと説明している。 

・ この説明会において，市長による「自然災害における宿命」という発言があったが，これ

は「もし自分の子どもが亡くなったら，自分自身に問うということしかなく，これが自然災

害における宿命だと，そう考えるということ」と述べたものである。 

・ 説明会終了後，保護者から今後の開催について問われ，市教育委員会は「予定していない。

これで終わり」と回答し，取材に対しては「遺族は納得した」と発言した。 

・ 以上のような説明会のあり方に心情を傷つけられたと証言する遺族は多く，中には「もう

話を聞きたくない」「顔も見たくない」という遺族もいる。 
 
⑤ 遺族対応に関する市の体制 

・ 石巻市の災害対策本部会議や庁議では，大川小学校の事故への対応が議論されたことはな

いが，第１回保護者説明会に際して。市長から「重大な問題なので教育委員会としてしっか

り対応せよ」という指示が出された。 

・ 第２回保護者説明会の前には，市長が臨席することから事前に日程調整が行われ，その中

で市長の予定を勘案して時間を１時間とすることが決定された。 
 
⑥ 第３回以降の遺族との話し合い 

・ 平成２４年１月２２日に第３回目の遺族との話し合いが行われ，前回説明会の前日の６月

３日に生存した教職員から学校に送付された手紙が公開されたが，なぜこの時期まで公開し

なかったのか不信を招くこととなった。 

・ ６月初旬，遺族への事前相談がないまま「第三者検証委員会の委託事業に２０００万円の

予算を計上」という報道がなされ，遺族有志は市教育委員会と遺族が事実情報を突合して真

相を明らかにすることを求め，時期尚早として反対した。 

・ 第三者機関設置の予算は，６月２２日に石巻市議会で可決されたが，予算執行には遺族の

合意を得ること，第三者機関設置後も教育委員会と遺族との話し合いを継続することなどの

附帯決議が付された。 

・ 市教育委員会と遺族との話し合いは，平成２５年９月まで１０か月以上中断した。 
 
⑦ 教職員遺族への対応 

・ 震災後，教職員遺族への対応は大川小学校が中心となり行われており，校長や教頭などが

教職員遺族のもとへ個別に弔問に訪れていたが，市教育委員会が教職員遺族を対象として説

明会を開催したのは，平成２４年２月になってからである。 

 

４ 遺族との意見交換 

前回の検証委員会に引き続き，遺族と検証委員会がしっかりと向き合うことを目的として対

話の場が設けられ，当日の検証委員会の内容等に関して様々な御意見が出された。 

 

５ 遺族への報告 

平成２５年１２月２９日（日）に石巻市河北総合センターにおいて，児童及び教職員遺族へ

の報告会を開催し，第８回検証委員会の主な内容等について報告した。 

 

６ 次回の検証委員会の開催予定 

平成２６年１月１９日（日） 宮城県石巻合同庁舎 
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第３４５回宮城県議会議案に対する意見について 

 

 平成２６年１月宮城県議会に提出される下記の予算外議案について，地方教

育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の

規定により，知事から意見を求められたので，教育長に対する事務の委任等に

関する規則（昭和３１年宮城県教育委員会規則第１２号）第３条第１項の規定

により平成２６年１月８日専決処分し，異議のない旨回答した。よって，同条

第２項の規定により報告する。 

 

記 

 予算外議案 

  ・財産の取得について（宮城県気仙沼向洋高等学校建設用地） 

 

 

平成２６年１月１５日提出 

 

 

            宮城県教育委員会教育長  髙 橋   仁     

専決処分報告(２) 
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第３４５回宮城県議会（臨時会）提出予算外議案の概要【教育委員会関係分】 

 

 

 

 

議第 １ 号議案 

 

 

 

 

 

財産の取得について（宮城県気仙沼向洋高等学校建設用 

地） 
 

宮城県気仙沼向洋高等学校建設用地を取得することについて，

地方自治法の定めるところにより，議会の議決を受けようとす

るもの 

ああ所管 施設整備課 

○取得しようとする財産の所在地あ気仙沼市長磯中原地内外 

○取得しようとする財産の所在地あ３４筆 

○取 得 し よ う と す る 財 産あ土地 60,102㎡ 

○取 得 金 額あ 443,286,000円 

○取得しようとする財産の所有者あ小野寺義勝外２４人 
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県有体育施設のネーミングライツについて 

 

１ 宮城球場におけるネーミングライツスポンサー企業の選定結果について 
（１）ネーミングライツ取得企業 

楽天株式会社 代表取締役会長兼社長 三木谷 浩史 
 
（２）契約金額 

１年当たり ２億１００万円（消費税及び地方消費税は別途） 
 
（３）契約期間 

平成２６年１月１日から平成２８年１２月３１日までの３年間 
 
（４）新愛称等 

・愛 称 「楽 天
らくてん

Kobo
コ ボ

スタジアム宮城
みやぎ

」 ※“K”は大文字，“Kobo”は半角表記 

・短縮表記 「コボスタ宮城
みやぎ

」 

 

２ その他７施設におけるネーミングライツの募集について 
（１）目 的 

県有体育施設の今後の安定した施設運営に向けて，次の対象施設のネーミングライ

ツスポンサーを募集するもの。 

今後，平成２９年度には，全国高校総合体育大会(インターハイ)が南東北三県(宮

城・福島・山形)で開催され，また，宮城スタジムについては，２０２０年東京五輪

のサッカーの試合会場(候補)となっており，これらを成功させるためにも，ネーミン

グライツにより得られた収入を活用し，県のスポーツ振興施策の充実強化を図るもの。 
 
（２）対象施設及び金額 

No 施  設  名 所  在  地 募集金額(※) 

１ 宮城県総合運動公園 総合プール 
(ﾒｲﾝﾌﾟｰﾙ，ｻﾌﾞﾌﾟｰﾙ，飛び込みﾌﾟｰﾙの３施設) 

宮城郡利府町菅谷字舘
４０－１ 

年額 100 万円
以上 

２ 
宮城県総合運動公園 宮城スタジアム 
(補助競技場・投てき場含む) 

同  上 年額 500 万円
以上 

３ 宮城県サッカー場 宮城郡利府町森郷字内
の目南１１９－１ 

年額 100 万円
以上 

４ 
宮城県第二総合運動場 
(武道館，近的弓道場，遠的弓道場，ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙ，
合宿所の５施設) 

仙台市太白区根岸町 
１５－１ 

年額 200 万円
以上 

５ 宮城県仙南総合プール 
柴田郡柴田町大字本船
迫字十八津入内 

年額 50 万円
以上 

６ 宮城県長沼ボート場 登米市迫町北方字天形
１１４－２ 

年額 10 万円
以上 

７ 宮城県ライフル射撃場 石巻市沢田字金山 
５１－１ 

年額 10 万円
以上 

※消費税及び地方消費税は別途  
（３）契約期間 

平成２６年４月１日から原則３年以上 
 
（４）申込期間と選定結果の公表 

① 申 込 期 間  平成２６年１月６日（月）から２月７日（金）まで 

② 結果の公表  平成２６年２月下旬（予定） 
 
（５）その他 

期間内に申込がなかった施設については，継続して公募し，先着順による。 

課長報告（１） 
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平成２９年度第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会について 

 

１ 趣 旨 

高等学校教育の一環として，高等学校生徒に芸術文化活動を全国的な規模で発表する

場を提供することにより，芸術文化活動への参加意欲を喚起し，創造的な人間育成を図

るとともに，全国的，国際的規模での生徒相互の交流・親睦を図る。 

併せて，本大会を通じ，宮城の復興の確かな歩みと元気な姿を広く発信し，御支援を

いただいた多くの方々に感謝の気持ちを表す。 

 

２ 主 催 

文化庁，(公社)全国高等学校文化連盟，宮城県・宮城県教育委員会，開催市町村・同

教育委員会，宮城県高等学校文化連盟ほか 

 

３ 開催期間（予定） 

平成２９年７月３１日（月）から８月４日（金）までの５日間 

 

４ 開催内容 

（１）７／３１（月） ※仙台市内で開催予定 

① 総合開会式（２，５００人程度の観覧者・関係者） 

② マーチングバンド等によるパレード（５０，０００人程度の観覧者・関係者） 
 

（２）７／３１（月）～８／４（金） ※県内の市町村において開催予定 

① １９部門の開催「各都道府県代表による演奏・演技発表，優秀作品の展示」 

演劇，合唱，吹奏楽，器楽・管弦楽，日本音楽，吟詠剣詩舞，郷土芸能， 

マーチングバンド・バトントワリング，美術・工芸，書道，写真，放送， 

囲碁，将棋，弁論，小倉百人一首かるた，新聞，文芸，自然科学 
 

② 協賛部門（開催県が独自に設定する部門）の開催 ※以下の４部門を検討中 

・特別支援学校部門（特別支援学校高等部生徒による演奏・演技発表，作品展示） 

・ボランティア部門（ボランティア関係部活動に所属する高校生の活動発表， 

フィールドワーク） 

・工業部門（工業高校の生徒による工業関係部活動の研究発表，作品展示） 

・軽音楽部門（軽音楽部に所属する高校生の演奏） 

 

５ 大会規模 

 【 参加者見込数：１５０，０００人 】 

（内訳） 

参加生徒 引率教員 観覧者  参加校 

２０，０００人 ４，０００人 １２６，０００人  ３，０００校 

課長報告（２） 
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６ 皇族のお成り 

例年，秋篠宮同妃両殿下並びに佳子内親王殿下のお成りを仰ぎ，総合開会式及びパレ

ード等を御覧いただいている。 

 

７ 開催までのスケジュール及び準備体制 
 

平成 25年度 平成 26年度 平成 27 年度 平成 28年度 平成 29年度 

  開催決定 プレ大会開催 本大会開催 

     

 

 

 

（参考） 
 

第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会 第１回開催準備委員会 

［日時］平成２６年１月２３日（木） 午後２時３０分～午後４時 

［会場］行政庁舎２階 第二入札室 

［委員] 

宮城県教育庁教育次長 宮城県教育庁特別支援教育室長 

宮城県高等学校文化連盟会長 宮城県教育庁高校教育課長 

宮城県教育庁生涯学習課長 宮城県教育庁スポーツ健康課長 

宮城県総務部秘書課長 宮城県警察本部地域部地域課長 

宮城県総務部私学文書課長 宮城県警察本部交通部交通規制課長 

宮城県総務部広報課長 仙台東警察署地域課長 

宮城県環境生活部消費生活・文化課長 仙台東警察署交通課長 

宮城県経済商工観光部観光課長 宮城県高等学校長協会会長 

宮城県経済商工観光部国際経済・交流課長 宮城県特別支援学校長会会長 

宮城県教育庁総務課長 宮城県私立中学高等学校連合会会長 

宮城県教育庁教職員課長 宮城県高等学校文化連盟副会長 

宮城県教育庁義務教育課長 宮城県高等学校文化連盟各専門部部長 

［会議内容] 

（報告事項）  開催準備経過 

開催準備委員会設置要綱 等 

（協議事項） 大会開催概要（案） 

準備事業計画（案） 

マスコットキャラクターの選定（案） 

大会テーマ，ポスター原画，イメージソング歌詞の募集（案） 等 

（連絡事項） 

        

大会基本方針 

開催会場選定 等 

  

開催準備委員会 実 行 委 員 会 

生 徒 実 行 委 員 会 
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教育庁関連情報一覧（平成２５年１２月２０日～平成２６年１月１４日） 

NO. 概   要 

１ 

 

○県農業高校の生徒が農林水産大臣賞を受賞 

「ご当地！ 絶品うまいもん甲子園」（一般社団法人全国食の甲子園協会主催）において，同

校生徒が創作した『伊達なハイカラぎょーざ』が最優秀賞にあたる農林水産大臣賞を受賞し，

活動の成果を生徒自らが報告するため，１２月２４日（火）に知事を表敬訪問した。 

（担当：高校教育課） 

２ 

 

○東日本大震災復興支援 特別公開 ゴッホの《ひまわり》展の開催が決定（１２／２５発表） 

会 期：平成２６年７月１５日（火）から平成２６年８月３１日（日）まで 

場 所：宮城県美術館 

観覧料：一般 ７００円，学生 ５００円，小中高生 無料 

展示作品：ゴッホの《ひまわり》，パウル・クレー，モーリス・ド・ヴラマンク，長谷川潾二郎 

など国内外の作家による「花」をモチーフにした絵画１８点の予定 

（担当：生涯学習課） 

３ 

 

○羽生結弦選手がソチオリンピック冬季大会の日本代表に決定 

羽生結弦選手（ＡＮＡ）が第８２回全日本フィギュアスケート選手権大会で優勝し，ソチオ

リンピック冬季大会の日本代表に決定。その結果を羽生結弦選手及び関係者が報告するため，

１２月２７日（金）に知事を表敬訪問した。           （担当：スポーツ健康課） 

【参考】第２２回オリンピック冬季競技大会（ソチ） 

開会式：平成２６年２月７日（金） 閉会式：平成２６年２月２３日（日） 

フィギュアスケート男子シングル ２月１３日（ショート），１４日（フリー） 

 

資料配付（１） 



H25.3月末 H25.7月末 H25.8月末 H25.9月末 H25.10末 H25.11末 H25.12末 前年同月
増減

(当月－前年同月）

98.5% － － 37.3% 62.6% 78.9% 87.2% 87.4% -0.2%

99.0% － － 39.3% 65.5% 80.9% 88.2% 89.5% -1.3%

97.9% － － 34.5% 58.8% 76.3% 85.8% 84.7% 1.1%

95.8% － － － 64.1% － － －

内訳

卒業予定者 20,462 20,029 20,015 19,957 19,970 19,950 19,945 20,514 ▲ 569

進学希望者 15,382 14,715 14,760 14,706 14,833 14,859 14,875 15,481 ▲ 606

臨時的仕事希望者 245 37 65 70 86 96 106 99 7

進路未定者 63 208 153 130 116 113 109 104 5

就職希望者 4,772 5,069 5,037 5,051 4,935 4,882 4,855 4,830 25

県内 4,028 4,428 4,316 4,298 4,207 4,174 4,155 4,070 85

県外 744 641 721 753 728 708 700 760 ▲ 60

職安・学校紹介 4,093 4,278 4,201 4,163 4,134 4,147 4,140 4,180 ▲ 40

縁故・自営 330 175 230 230 255 277 298 293 5

公務員 349 616 606 658 546 458 417 357 60

就職内定者 4,702 － － 1,882 3,089 3,853 4,234 4,220 14

県内 3,960 － － 1,469 2,531 3,234 3,581 3,523 58

県外 742 － － 413 558 619 653 697 ▲ 44

職安・学校紹介 4,038 － － 1,820 2,873 3,436 3,718 3,734 ▲ 16

縁故・自営 321 － － 62 100 134 195 176 19

公務員 343 － － 0 116 283 321 310 11

就職未内定者 71 － － 3,169 1,846 1,029 621 610 11

100 － － 3,949 1,014 800 348 405 ▲ 57

【概況】　※（　）内は前年同月
① 就職内定率 ：８７．２％（87.4%）

② 進路希望の割合状況： 進　学　７４．６％（75.5%）　 就職　２４．３％（23.5%）

② 進路希望の状況状況： 臨時的仕事 ０．５％（0.5%）　 未定　　０．６％（0.5%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内　８５．６％（84.3%） 県外　１４．４％（15.7%）

④ 県内外の内定率　　　： 県　内　８６．２％（86.6%)　 県外　９３．３％（91.7%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　８４．６％（83.5%）　 県外　１５．４％（16.5%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

⑧県内求人倍率

全国平均

平成２６年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況（１２月末現在）について

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

資料配付（４） 

宮城労働局発表　県内求人倍率（１１月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
県内求人数 6,568 5,666 3,297 3,489 4,389 6,418 7,443
県内求職者数 4,716 4,350 3,814 3,793 3,112 3,517 3,558
求人倍率 1.39 1.30 0.86 0.92 1.41 1.82 2.09

白石 大河原 仙台 大和 塩釜 大崎 石巻 栗原 登米 気仙沼

平成25年度 93.1% 90.5% 84.2% 89.1% 80.7% 91.7% 83.6% 92.3% 91.0% 90.7%

平成24年度 90.6% 86.1% 84.0% 95.8% 81.8% 91.8% 84.3% 98.2% 91.6% 92.1%

普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成25年度 80.0% 94.1% 95.3% 90.2% 94.6% 81.8% 76.9% 89.1%

平成24年度 81.6% 92.3% 95.2% 86.3% 88.7% 86.9% 70.5% 91.8%
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